
保護者様数：　　　　8名中　　回収数：　　　6名　　　回収率：　　75.0　％

はい
どちらとも

いえない
いいえ 分からない

④ 6

ご自宅やそれ以外の場所でも、室内外に凹凸があります。ここレラ

ではマンションの一室をそのまま利用していますので、畳の部屋と

フロアーとの境に段差があります。それをつまずくことなく活動でき

るようにしていくことも、当事業所における療育の一環と考えていま

す。

生活空間は、清潔で、心地よく過ご

せる環境となっているか。また、子供

たちの活動に合わせた空間となって

おるか。

子どもたちが自宅で過ごしているような生活空間を提供

していきます。現在、活動する部屋は二部屋あります。

利用児童が自分の家にいるように、安心して活動が出来るため、マ

ンションの一室を借りてのディルームですので、スペース的には少

し狭い感があるかと思いますが、できるだけ屋外も利用しての活動

をしていきます。

②
職員の配置数や専門性は適切で

あるか
6

2023年4月1日現在、管理者1名（兼任）、児童発達支援管理責任

者2名、を除き、正職員10名が在籍。うち、資格者は、介護福祉士3

名、保育士4名、行動援護従事者１名、強度行動障害従事者研修

（基礎編）の受講済み者3名、教論免許1名の専門職員が、正職員

で在住しています。機会あるごとに研修等に参加し、専門性を高め

ていきます。

子どもの活動スペースが十分に

確保されているか
6

③

生活空間は、本人にわかりやすい構

造化された環境になっているか。ま

た、障がいの特性に応じ、事業所の

設備等は、バリアフリー化や情報伝

達等への配慮が適切になされている

か。

5 1

児童発達支援の保護者等様からの事業所評価表の集計結果

　児童ディサービスレラにおける、児童発達支援をご利用いただいております、保護者様へ先にお願いしておりました、札幌市よりのアンケートであります「保護者等向け

児童発達支援事業所評価表」において、皆様より忌憚ないご意見をいただきました。下記に、その結果を取りまとめました。児童ディサービスレラが、今後より一層、お預

かりしていますお子様の、自立へ向けてのお手伝いやご支援を行っていく上での、貴重なご意見とさせていただき、改善できることは、レラの改善目標として掲げていき

ますので、これからも皆様のご支援ご鞭撻をいただきますように、お願い申し上げます。

公表：２０２3年　6月 12日

　　　児童ディサービスレラ

チェック項目 保護者等様からのご意見 レラの改善目標

環

境

・

体

制

整

備

①



はい
どちらとも

いえない
いいえ 分からない

1

送迎時などで、保護者様より不安や困りごとを聞き、都

度適時に対応していきます。また、大きな問題点などが

ありましたら、時間をいただき面談等で、解決手段を共

有していきます。

⑮

父母会の会の活動の支援や、保護

者会等の開催により、保護者同士の

連携が支援されているか。

1 3 2

送迎時は、正職員が担当し、お子様の状況や不明確な点な

どを、保護者様に問い合わせをし、内容を共通に理解してい

けるように、今後も努力いたします。

2

父母の会はございませんが、年に1～2度、茶話会など

で保護者様同士が気楽に話が出来る場を提供できるよ

うに努力していますが新型コロナ感染防止上、集まりは

実施しておりません。誠に申し訳ございません。

⑭

定期的に保護者に対して面談

や、育児に関する助言等の支援

が行われているか。

4 1

⑬
日頃から子供の状況を保護者と伝え合

い、子供の発達の状況や課題について

共通理解が出来ているか。

6

⑫

保護者に対して家族支援プログラム

（ペアレント・トレーニング等）が行わ

れているか。

3 1

保護者様やご家族に対して、都度何か不安等があれば相談

を受けております。また、「札幌市ペアレントメンター」の活用

も実施しておりますので、お気軽に職員へお声がけください。

見学や契約の際にご説明しておりますが、変更等があった場

合は、都度ご説明しております。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達

支援の提供すべき支援」のねらい及び

支援内容と、これに基づき作成された

「児童発達支援計画」を示しながら、支援

内容の説明がなされたか。

6

児童発達支援計画は最低でも6カ月以内に更新していきます

ので、都度説明させていただいています。さらにお気づきの

点やご要望があればいつでもご連絡ご相談ください。

5
幼稚園児や保育園児が多く利用していますので、各園との連携を

取り、情報を共有し、おなじ方向性のある支援を実施いたします。ま

た、機会ある都度、職員の子供との活動機会を設けています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

➉
運営規程、利用者負担等につい

て丁寧な説明がなされたか。
6

今後も子どもや家族に沿った児童発達支援計画書を作

成し、支援して行きます。

職員全員で参加し作成した児童発達支援計画書ですので、

それに沿った支援を実施していきます。

⑧
活動プログラムが固定化しないよ

う工夫されているか。
5

大人からの押し付けのプログラムは組んでいません、あくま

でも主体は子どもたちです、子どもたちが活動したいことに対

して、職員が応援支援して行きます。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が

行われているか。
6

今後も、保護者様のニーズや課題を、職員全員での話し合

いにより、指導発達支援計画書を作成し、子どもにあった支

援をしていきます。また、通園している保育園や幼稚園との

情報共有をしていきます。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガンドラインの「児童発達支援の提供す

べき支援」の「発達支援（本人支援及び

移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」

で示す支援内容から子供の支援に必要

な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

6

適

切

な

支

援

の

提

供

⑤

子どもと保護者のニーズや課題が客

観的に分析された上で、児童発達支

援計画が作成されているか

6

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等と

の交流や、障がいの無い子供と活動

する機会があるか。

1

チェック項目 保護者等様からのご意見 レラの改善目標

1



はい
どちらとも

いえない
いいえ 分からない

1

・行きしぶりが強く出ているのですが、本

人の意思がはっきりとわからない。

これからも、お子様が安心して、楽しんで活動できる場を提

供していきます。また、お子様がレラの利用を渋る際は、無

理に利用を促すことはないように、お子様とその理由を十分

に時間をかけてお話をしてください。その結果、レラでの対応

に問題があればその解消に努めます。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 6

・行きしぶりが強く出ているが、き

ぶにょく帰宅しているので、しっか

りと楽しんでいる様子。

レラが目指す「療育基本方針」でもある。「障がいのある

子供とその家族を援助しようとする努力のすべて」に基

づき、子どもたちや家族に対しても、最良の支援に向け

て努力いたします。ご協力をお願い申し上げます。

満

足

度

㉒
子どもは通所を楽しみにしている

か
5 1

感染性のある病気（例：新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウ

イルス等）等に関しては、都度「おねがい」での文書配信をしており

ますが、今後も、必要時配信をしていきますので、よろしくお願い申

し上げます。

㉑

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓練

が行われているか

3 3

5～6月頃と11～12月頃の年2回の避難訓練を実施し、都度

豊平消防署へ訓練実施を届け出ております。また、訓練内容

や様子をレラだより等でご報告しております。レラだよりをご

覧ください。

非

常

時

等

の

対

応

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルを策定し、保

護者に周知・説明されているか。また、発

生を想定した訓練が実施されているか。

2 4

何かあれば、ライン等でご連絡いたします。また、今後もレラ

だよりなどで、お子様の活動状況や内容等及び自己評価の

結果を発信いたします。２０１８年９月よりホームページを開

設しております。ご覧ください。

⑲
個人情報の取り扱いに十分注意

されているか。
6

十分な体制で、個人情報を厳守いたします。

発熱などの緊急時などは、保護者様へ連絡をいたしま

すので、ご対応お願いいたします。

⑱

定期的に、会報やホームページ等で、活

動状況や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果を子供

や保護者に対して発信されているか。

5

保護者様の相談やご意見等を常に受けておりますの

で、ご連絡ください。対応いたします。

⑰

子どもや保護者との意思の疎通や

情報伝達のための配慮がなされてい

るか

6

自宅へお送りした際に、職員が活動状況や給食の様子など

を。伝えるようにしております。また、ライン等でご連絡してお

ります。利用児童が利用中には対応する職員は十分なお話

しさせていただいています。

チェック項目 保護者等様からのご意見 レラの改善目標

保

護

者

へ

の

説

明

等

⑯

子どもや保護者からの相談や申し入れに

ついて、対応の体制が整備されていると

ともに、子供や保護者に周知・説明され

相談や申し入れをした際に迅速かつ適

切に対応されているか。

5 1



はい
どちらとも

いえない
いいえ

〇

⑨ 〇職員の質の向上を行うために、研修の機会を確保している。

出来る限り外部研修には出席できるようにしています。また、研修を修了した職員が中心となって、他の職員

へ研修結果を教え、全職員が共通した知識を持てるようにしています。ただし、昨年度までは新型コロナウイ

ルス症感染予防のため、研修会、講習会が延期や中止となっていますが、リモート研修等への参加を実施し

ております。今年度は今後の必要と思われる研修会には、積極的に参加していく予定です。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を

踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果

による支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会

報やホームページ等で公表している

〇 ホームページにて公開しております。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につつな

げている
〇 第三者による外部評価は実施していません。

全職員が同じ目標をもって、子どもたちの活動の支援をしています。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の

評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業

務改善につなげている

〇
保護者様よりいただいた評価票の内容を全職員が把握し、よりよい子供たちへの支援

をしていきます。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境となっているか。

また、子供たちの活動に合わせた空間となっている
〇

子どもたちが、自分の家で過ごしているかのように、環境を整備しています。

玩具や室内は常に消毒液にてしっかりと消毒を行っています。

業

務

改

善

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振

り返り）に、広く職員が参画している
〇

職員の配置数や専門性は適切である 〇

2023年4月1日現在、管理者1名（兼任）、児童発達支援管理責任者2名、を除き、正職員10名

が在籍。うち、資格者は、介護福祉士3名、保育士4名、行動援護従事者１名、強度行動障害従

事者研修（基礎編）の受講済み者3名、教論免許1名の専門職員が、正職員で在住しています。

機会あるごとに研修等に参加し、専門性を高めていきます。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環境になって

いるか。また、障がいの特性に応じ、事業所の設備等は、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされている

〇

ご自宅やそれ以外の場所でも、室内外に凹凸があります。ここレラではマンションの一室をその

まま利用していますので、各部屋の境等（例として、畳の部屋とフロアーの部屋）に段差がありま

す。それをつまずくことなく行動できるようにしていくことも、当事業所における自立に向けての療

育の一環と考えています。また、事務所から一歩でると、各部屋での活動内容がすぐにわかりま

すので、情報の伝達等については十分な設備となっています。

児童発達支援の事業所における自己評価結果

２０２3年　6月　12日　　ピリカル株式会社　　児童ディサービス　レラ　　

チェック項目 改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係が適切であ

る

利用児童が自分の家にいるように、安心して活動が出来るため、マンションの一室を

借りてのディルームですので、スペース的には少し狭い感があるかと思いますが、でき

るだけ屋外も利用しての活動をしていきます。また、2020年6月10日より、定員を10名

から20名になりました。同じマンションの別室を借り、二クラスでの活動となっておりま

②



はい いいえ

⑲
日々の支援に関して、正しく記録を取ることを徹底し、支

援の検証・改善につなげているか
〇

支援終了後に記録を取り、問題や改善することがあれば、都度職員全員がそ

れに取り組んでいます。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直

しの必要性を判断しているか
〇

６カ月ごとまたは必要時ごとに、保護者様と話し合いを行い、見直しが必要かの

判断をしております。また、保護者様よりアンケートをいただき支援計画作成に

つなげております。

⑰

支援開始前には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認している

か

〇
毎日の朝礼において、その日利用する児童の変更や課題点などを職員全員で

確認しています。

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日

行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有し

ているか

〇

帰りの送迎の関係上、毎日支援終了後の打ち合わせはできませんが、当日気

付いた点や送迎時に保護者様から聞いた課題点などについては、翌日の朝礼

時に必ず全職員へ伝え、内容が共有できるようにしています。

⑮ 活動プログラムが固定化しないように工夫していますか 〇

当事業所の療育基本方針である、きっちりと大人が決めた押し付けのカリキュラムは

組んでいませんが、子供たちが自主的に今日の課題に取り組める環境を作っていま

す。また、子供たちがストレスを発散できるように支援しています。

⑯
子供の状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み

合わせて児童発達支援計画を作成している。
〇 それぞれの児童の合わせた、支援計画書を作成し支援しています。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている。 〇 支援計画に沿った支援を全職員心掛けています。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている。 〇 全職員が参加して活動計画を立てています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたア

セスメントツールを使用している。
〇

標準化された様式を利用し、さらに札幌市共通のフェイスシートの活用を行って

います。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び移行

支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容から、子供

の支援に必要な項目が、適切に選択され、そのうえで、具体的

な支援内容が設定されている。

〇
ガイドラインに沿い、子どもたちの気持ちと意思に沿った、出来るだけ詳細な支

援内容（遊び方等）を取り入れて、支援計画を設定しています。

チェック項目

適

切

な

支

援

の

提

供

➉
アセスメントを適切に行い、子供と保護者様のニーズや課題を

客観的に分析したうえで、児童発達支援計画を作成している。
〇

これまで通り、必要時に保護者様と利用児童とのニーズを聞き取り、課題を分

析してのサービス計画を作成していきます。また、保護者様よりアンケートをい

ただき支援計画書作成につなげています。



はい いいえ

㉚
日頃から子供の状況を保護者と伝え合い、子供の発達

の状況や課題について共通理解を持っているか
〇

送迎時において、当事業所の職員が保護者様とお子様の状況を十分に伝え、

共通理解を図っています。

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して

家族支援プログラム（ペアレントトレーニング等）の支援を

行っている。

〇

保護者様によっては、お仕事をされている方が多くおりますが、障がいによる症状の改

善や子供が感じている困難の軽減のためにも、積極的に必要な支援を行っていきたい

と感じています。毎回の送迎時において、ご意見をいただき、支援の方法等を考えてい

きます。また、場合によっては、事業所相談室にて個別相談に応じています。また、札

幌市ペアレントメンターの活用を積極的に実施しております。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障がいの

無い子供と活動する機会があるか
〇 開設以来、職員の子供との交流機会を持っています。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て

会議等へ積極的に参加している。
〇

札幌市自立支援協議会豊平区地域部会月例会へ、積極的の参加しておりま

す。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との

間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている。
〇

放課後等ディサービス利用の児童が通学している学校等とは、都度情報を共

有し合っています。その情報は、必要に応じて、児童発達支援ご利用の保護者

様等へ伝えています。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発

達障がい者支援センター等の専門機関と連携し、助言や

研修を受けている。

〇
札幌市障がい児地域支援マネジメント事業を積極的に受け入れ、専門員の助

言や情報をいただき、活用しております。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子

ども等を支援している場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えて

いる。

〇 現在当事業所において、該当する児童の利用はありません。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援

学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っている。

〇
必要に応じて、保育園や幼稚園の担任の先生等との情報交換を行っていま

す。

〇
各区の保健センター保健師等との連携を必要時に取り合っています。また、

「札幌市ペアレントメンター」活用も実施しております。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのある子

ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関係機

関と連携した支援を行っている。

〇 現在当事業所において、該当する児童の利用はありません。

チェック項目 改善目標、工夫している点など

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

㉑
障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子供

の状況に精通した最もふさわしい者が参画しているか
〇

参加できる日程においては、最もふさわしい職員が参画できるように努力してい

ます。コロナ禍の中延期や中止となっております。また、リモートによる支援者

会議には参加できています。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関

と連携した支援を行っている。



はい いいえ

㊴
障がいのある子供や保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮をしている。
〇 送迎時及び連絡帳などで、保護者様と直接対応していきます。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた

事業運営を図っている。
〇

当事業所はマンションの一室を使用しているため、地域住民をご招待するまで

の広さがありませんが、地域のイベント等へは、出来る限り参加していきます。

また、住民の方々とは廊下や屋外でお会いした際は、子供たちに挨拶をするよ

う声掛けを行っております。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等

の情報を子供や保護者に対して発信している。
〇

レラだよりの発行や、ライン（通信）等で児童の活動状況などの発信をしていき

ます。ホームページを開設いたしましたので、ご覧ください。

㊳ 個人情報に十分注意しているか 〇 個人情報の取り扱いには、細心の注意をしていきます。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等

により、保護者同士の連携を支援している。
〇

開所以来2回の保護者様参加型のランチ会を開催してきましたが、今後は、年

に1～2度、茶話会などの保護者様同士が気楽に話が出来る場を提供できるよ

うに努力いたしますが、コロナ禍状況を見ながらの判断といたします。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子供や保護者に周知し、相談

や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している。

〇 子育て経験職員による、保護者様からの相談を随時受けております。

〇
６か月ごと又は必要時において、支援計画を見直しを実施した際は、保護者様

へ説明をして、同意を得ております。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている。
〇

子育て経験職員による、保護者様からの相談に応じておりますので、いつでも

ご相談ください。

チェック項目 改善目標、工夫している点など

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

㉜
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか
〇

見学の際に説明し、契約時においてさらに説明をしております。今後も質疑等あ

ればいつでもご説明いたします。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支

援」のねらい及び支援内容と、これに基づき制作された「児童

発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明を行い、保護

者から児童発達支援計画の同意を得ている。



はい いいえ

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適

切な対応をしている。
〇

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所ないで共有してい

る。

北海道障がい者虐待防止・権利擁護研修（施設従事者等研修）などの研修に

参加し、事業内に「虐待防止委員会」を設置し、適切な対応をしております。

㊼

どのような場合にもやむを得ず身体束縛を行うかについ

て、組織的に決定し、子供や保護者に事前に十分に説明

し了解を得たうえで、児童発達支援計画に記載している。

〇
現在の利用児童に関しては、身体を束縛しなければならない児童はおりませ

ん。

㊹
食物アレルギーのある子供について、医師の指示書に基づく

対応がされている。
〇

公益財団法人介護労働安定センター主催の「介護現場における事故防止・安

全対策」講習会受講済み職員2名が中心となって、事故防止に取り組んでいま

す。

〇

5～6月頃と11～12月頃の年2回の避難訓練を実施し、都度豊平消防署へ訓練

実施を届け出ております。今後は、訓練内容や様子を「レラだより」等ご報告い

たします。

〇

チェック項目

事前に服薬や予防接種、てんかん発作等の子どもの状

況を確認している。
〇

見学に来所した際や、利用開始時に状況を把握し、服薬等については都度確

認を取っています。

改善目標、工夫している点など

医師の指示書が保護者様より示された場合はそれに応じて対応する体制で

す。（現在の利用児童においては、保護者様より医師の指示書は提出されてい

ませんが、保護者様よりお子様のアレルギーについては、必ず確認をしており

ます。）

非

常

時

等

の

対

応

㊶

緊急対応マニュアル、防犯マニュアル、感染対応マニュ

アル等を策定し、職員や保護者に通知するとともに、発生

を想定した訓練を実施している。

〇
契約書及び重要事項説明書に記載しています通り各マニュアルを策定し、職

員及び保護者様が来所の際、いつでも閲覧できるようになっています。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練を行っている。

㊸



保護者様数：　　　　20名中　　回収数：　　　13名　　　回収率：　65.0　　％

はい
どちらとも

いえない
いいえ

契約時や何か変更があった場合等に、十分な説明をさせてい

ただいております。

⑧

日ごろから子供の状況を保護者と伝

え合い、子供の発達の状況や課題に

ついて共通理解が出来ているか

13

お子様の送迎時や、学校のイベントなど及びお子様の学

校での様子をうかがいながら、その都度対応をしていき

ます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

⑦
支援の内容、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がなされたか
12 1

レラでは、大人からの押し付けのプログラムは組んでいませ

ん、あくまでも主体は子供たちです、子どもたちが活動したい

ことに対して、職員が支援して行きます。

⑥

放課後児童クラブや児童館との交流

や、障がいの無い子供と活動する機

会があるか

3 8 2

・他の方との交流が分からない。 開設以来、職員の子供との交流機会を持っていますが、放課

後における児童会館等は、会館での登録利用人数が多く、な

かなか参加することが出来ずにいます。今後は児童会館とも

連絡を取り合い、交流できる機会をとれるように努力します。

また、保護者様への説明も行っていきます。

今後も、保護者様のニーズや課題を、職員全員での話し合いによ

り、放課後等ディサービス支援計画書を作成し、子どもにあった支援

をしていきます。

⑤
活動プログラムが固定化しないよ

うに工夫されているか
13

・実際に見ているわけでないの

で、評価は難しい。

ご自宅やそれ以外の場所でも、室内外に凹凸があります。ここレラで

はマンションの一室をそのまま利用していますので、畳の部屋とフロ

アーとの境に段差があります。それをつまずくことなく活動できるよう

にしていくことも、当事業所における療育の一環と考えています。

適

切

な

支

援

の

提

供

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、放課後等ディサー

ビス計画が作成されているか

13

・実際に見ているわけでないの

で、評価は難しい。

利用児童が自分の家にいるように、安心して活動が出来るため、マ

ンションの一室を借りてのディルームですので、スペース的には少し

狭い感があるかと思いますが、できるだけ屋外も利用しての活動を

していきます。

②
職員の配置数や専門性は適切で

あるか
10 3

・実際に見ているわけでないので、評

価は難しい。

2023年4月1日現在、管理者1名（兼任）、児童発達支援管理責任者

2名、を除き、正職員10名が在籍。うち、資格者は、介護福祉士3名、

保育士4名、行動援護従事者１名、強度行動障害従事者研修（基礎

編）の受講済み者3名、教論免許1名の専門職員が、正職員で在住し

ています。機会あるごとに研修等に参加し、専門性を高めていきま

環

境

・

体

制

整

備

①
子どもの活動スペースが十分に

確保されているか
12 1

③

事業所の設備等は、スロープや手す

りの設置などバリアフリー化の配慮

が適切になされているか

10 3

放課後等ディサービスの保護者等様からの事業所評価表の集計結果

　児童ディサービスレラにおける、放課後等ディサービスをご利用いただいております、保護者様へ先にお願いしておりました、札幌市よりのアンケートであります「保護

者等向け放課後等ディサービス評価表」において、皆様より忌憚ないご意見をいただきました。下記に、その結果を取りまとめました。児童ディサービスレラが、今後より

一層、お預かりしていますお子様の、自立へ向けてのお手伝いやご支援を行っていく上での、貴重なご意見とさせていただき、改善できることは、レラの改善目標として掲

げていきますので、これからも皆様のご支援ご鞭撻をいただきますように、お願い申し上げます。

公表：２０２３年　６月　12日

　　　児童ディサービスレラ

チェック項目 保護者等様からのご意見 レラの改善目標



はい
どちらとも

いえない
いいえ

これからも、お子様が安心して、楽しんで活動できる場を

提供していきます。

⑱ 事業所の支援に満足しているか 13
引き続き、子どもたちや家族に対しても、最良の支援をし

ていきます。

満

足

度

⑰
子どもは通所を楽しみにしている

か
13

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓練

が行われているか

12 1

5～6月頃と11～12月頃の年2回の避難訓練を実施し、都度豊

平消防署へ訓練実施を届け出ております。また、、訓練内容

や様子をレラだよりにてご報告しておりますのでご覧ください。

十分な体制で、個人情報を厳守いたします。

非

常

時

等

の

対

応

⑮

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル

を策定し、保護者に周知・説明さ

れているか

11 2

・感染については周知していただ

いているが、他はあまり把握でき

ていない。

感染性のある病気（例：新型コロナウイルス、インフルエンザ、

ノロウイルス等）等に関しては、都度「おねがい」での文書配信

をしておりますが、今後も、都度配信をしていきますので、よろ

しくお願い申し上げます。

⑯

⑭ 個人情報に十分注意しているか 13

⑬

定期的に会報やホームページ等で

活動概要や行事予定、連絡体制等

の情報や業務に関する自己評価の

結果を子供や保護者に対して発信し

ているか

11 2

何かあれば、ライン等でご連絡しております。また、不定

期ですが、今後もレラだよりなどで、お子様の活動状況

や内容等及び自己評価の結果を発信いたします。また、

ホームページも立ち上げましたので、ご覧ください。

・お便りで、活動の内容がもっと

わかると嬉しいです。（自然な写

真等）

子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮がなさ

れているか

11 2

お子様の送迎時や、学校のイベントなど及びお子様の学

校での様子をうかがいながら、その都度対応をしていき

ます。

⑪

子どもや保護者からの苦情につい

て、対応の体制を整備するとともに、

子供や保護者に周知・説明し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に対応

しているか

ピリカル株式会社におけるマニュアルによって、なにか

あった場合は、管理者が責任をもって対応しております。

開設以来、苦情はございませんでしたが、今後も苦情が

起きないように対応していきます。

必要な際にはお声がけをし日程調整を行い面談に至っています。ま

た、送迎時において、子育てを経験している職員が、いろいろな相談

やアドバイスが出来るように配慮していきます。

⑩

父母の会の活動の支援や、保護

者会等の開催等により、保護者

同士の連携が支援されているか

2 3 8

・個人的には必要ないと思っています。

・保護者同士の連携もわからない。
父母の会はレラにはありません。年に1～2度、茶話会などの保護者

様同士が気楽に話が出来る場を提供できるように努力いたしますの

で、その際にはご参加ください。ただ、現在は新型コロナウイルス感染

防止のため、集まることは控えさせていただいております。

チェック項目 保護者等様からのご意見 レラの改善目標

保

護

者

へ

の

説

明

等

⑨
保護者に対して面談や、育児に関す

る助言等の支援が行われているか
11 2

11 2

⑫



はい
どちらとも

いえない
いいえ

⑧
職員の資質の向上を行うために、研

修の機会を確保しているか
〇

出来る限り外部研修には出席できるようにしています。また、研修を修了した職員が中心となって、他の職員へ研修結果を教え、全職員が共

通した知識を持てるようにしています。ただし、昨年度までは新型コロナウイルス症感染予防のため、研修会、講習会が延期や中止となってい

ますが、リモート研修等への参加を実施しております。今年度は今後の必要と思われる研修会には、積極的に参加していく予定です。

レラのホームページ開設していますので、ご覧ください。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価

結果を業務改善につつなげているか
〇 レラでは第三者による外部評価は実施していません。

職員全員が、利用児童の療育に携わっていますので、全員が意見を出し合って業務にあたっていま

す。

⑤

保護者等向け評価表を活用する等

によりアンケート調査を実施して、保

護者等の意向等を把握し、業務改善

につなげているか

〇
毎年、放課後等ディサービスのご利用児童の保護者様等のアンケート調査を実施させていただき、それをもと

に、改善すべきことは改善していくように努力していきます。

業

務

改

善

④

業務改善を進めるための、ＰＤＣＡサ

イクル（目的設定と振り返り）に、広く

職員が参画しているか

〇

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会

報やホームページ等で公開している

か

〇

③

事業所の設備等について、バリアフ

リー化の配慮が適切になされている

か

〇

ご自宅やそれ以外の場所でも、室内外に凹凸があります。ここレラではマンションの一室をそのまま利用していま

すので、各部屋の境等（例として、畳の部屋とフロアーの部屋）に段差があります。それをつまずくことなく行動で

きるようにしていくことも、当事業所における自立に向けての療育の一環と考えています。

②
職員の配置数や専門性は適切で

あるか
〇

2023年4月1日現在、管理者1名（兼任）、児童発達管理責任者2名を除き、正職員10名が在籍。うち、資格者は、介護福祉士

3名、保育士4名、行動援護従事者1名、強度行動障害従事者研修3名、教論免許1名の専門職員が、正職員で在席しており

ます。機会あるごとに研修等に参加し専門性を高めております。

放課後等ディサービスの事業所における自己評価結果

２０２2年　６月　12日　　ピリカル株式会社　　児童ディサービス　レラ　　

チェック項目 改善目標、工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

①
利用定員が指導訓練室等スペー

スとの関係が適切であるか。
〇

利用児童が自分の家にいるように、安心して活動が出来るため、マンションの一室を借りてのディルームですの

で、スペース的には少し狭い感があるかと思いますが、できるだけ屋外も利用しての活動をしていきます。また、

2021年6月10日より定員を20名（10名×2クラス）になり、同じマンションの別室を借り、二部屋での活動となってお

ります。



はい
どちらとも

いえない
いいえ

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複

数組み合わせて支援を行っているか
〇

子どもたちそれぞれの特性を考慮して、保護者様や子どもたちに向き合った支援を実施しています。今

後も保護者様や子どもたちに向き合った支援を続けていきます。

⑱

定期的にモニタリングを行い、放課

後等ディサービス計画の見直しの必

要性を判断しているか

〇
最低でも6か月以内や必要時において、保護者様や子どもたちからの聞き取りを行い、支援計画書を更

新しています。

⑰

日々の支援に関して、正しく記録を

取ることを徹底し、支援の検証・改善

につなげているか

〇
平日は学校お迎え時、担任の先生よりその日の学校生活などを聞き取り、休日等は自宅お迎え時に保

護者様から日常の生活等を聞き取り、課題があれば記録し支援の改善に努めています。

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打ち

合わせをし、その日行われた支援の

振り返りを行い、気付いた点等を共

有しているか

〇

帰りの送迎の関係上、毎日支援終了後の打ち合わせはできませんが、当日気付いた点や送迎時に保

護者様から聞いた課題点などについては、翌日の朝礼時に必ず全職員へ伝え、内容が共有できるよう

にしています。

⑮

支援開始前には、職員間で必ず打ち

合わせをし、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認してい

るか

〇 毎日の朝礼において、その日利用する児童の変更や課題点などを職員全員で確認しています。

⑭

子供の状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宣組み合わせて放課後

等ディサービス計画を作成している

か

〇 利用児童のニーズに合わせて、集団活動や個別活動を支援できる環境つくりに、取り組んでいます。

⑬

平日、休日、長期休暇に応じて、課

題をきめ細やかに設定して支援して

いるか

〇

当事業所の療育基本方針である、きっちりと大人が決めた押し付けのカリキュラムは組んでいませんが、子供た

ちが自主的に今日の課題に取り組める環境を作っています。特に、宿題のある子供達には、第一に宿題を終わら

せてから他児との活動にはいるように支援しています。子供たちのストレスがたまらないように活動内容に工夫を

しての活動となっております。例として、夏休中はラジオ体操を習慣化させ、体力の維持、向上を図っています。

当事業所では、チームというより、職員全員が一体となって取り組んでいます。

⑫
活動プログラムが固定化しないよ

うに工夫していますか
〇 利用児童の気持ちと意思に沿った支援を行っています。

子どもの適応行動の状況を図る

ために、標準化されたアセスメント

ツールを使用しているか

〇 標準化された様式を利用し、さらに札幌市共通のフェイスシートの活用を行っています。

⑪
活動プログラムの立案をチーム

で行っているか
〇

チェック項目 改善目標、工夫している点など

適

切

な

支

援

の

提

供

⑨

アセスメントを適切に行い、子供と保

護者様のニーズや課題を客観的に

分析したうえで、放課後等ディサー

ビス計画を作成しているか

〇
これまで通り、必要時に保護者様と利用児童とのニーズを聞き取り、課題を分析してのサービス計画を

作成していきます。

⑩



はい
どちらとも

いえない
いいえ

㉙

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレントトレーニン

グ等の支援を行っているか

〇

保護者様によっては、お仕事をされている方が多くおりますが、障がいによる症状の改善や子供が感じている困

難の軽減のためにも、積極的に必要な支援を行っていきたいと感じています。毎回の送迎時において、ご意見を

いただき、支援の方法等を考えていきます。また、お時間が取れた場合、支援職員との面談を実施していきます。

㉘
日頃から子供の状況を保護者と伝え合

い、子供の発達の状況や課題について

共通理解を持っているか

〇 送迎時など積極的に保護者様と情報交換をしています。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参

加しているか
〇

豊平区内担当の児童発達支援センターかしわ学園や札幌市自立支援協議会豊平区地域部会定例会等に出席

し、いろいろな障がい者児福祉事業所との交流や研修を行っています。また、とよひらフェスティバルにも参加し、

様々な施設との交流を図っています。

㉖
放課後児童クラブや児童会館との交流

や、障がいの無い子供と活動する機会

があるか

〇

開設以来、職員の子供との交流機会を持っていますが、放課後における児童会館等は、会館での登録利用人数

が多く、なかなか参加することが出来ずにいます。今後は児童会館とも連絡を取り合い、交流できる機会をとれる

ように努力します。

㉕
児童発達支援センターや発達障がい者

支援センター等の専門機関と連携し、助

言や研修を受けているか

〇
札幌市障がい児地域支援マネジメント事業を積極的に受け入れ、専門員からの助言や情報をいただき、活用して

おります。

㉔

学校を卒業し、放課後等ディサービス事

業所から障がい福祉事業所等へ移行す

る場合、それまでの支援内容等の情報を

提供する等しているか

〇
当事業所の高校卒業生に関しては、障がい福祉事業所等へ当該児童の支援内容等を連絡し、情報を共有して

います。

当事業所では、今のところ医療的ケアが必要な子供の受け入れは実施していません。また、これまでに、緊急時

に主治医への連絡をした経験はありませんが、保護者様より主治医との連絡先を記載していただいています。

㉓

就学前に利用していた保育所や幼稚園、

認定子ども園、児童発達支援事業所等と

の間で、情報共有と相互理解に努めてい

るか

〇 保護者様よりアセスメント作成時、必な事項は記載しています。

参加できる日程においては、最もふさわしい職員が参画できるように努力しています。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定

当の交換、子供の下校時刻の確認等）、

連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生

時の連絡）を適切に行っているか

〇 送迎に関しては、支援職員が担当していますので、学校との情報共有は構築されています。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

⑳

障がい児相談支援事業所のサービ

ス担当者会議にその子供の状況に

精通した最もふさわしい者が参画し

ているか

〇

㉒
医療的ケアが必要な子供を受け入れる

場合は、子供の主治医等との連絡体制

を整えているか

〇

チェック項目 改善目標、工夫している点など



はい
どちらとも

いえない
いいえ

㊲

事業所の行事に地域住民を招待

する等地域に開かれた事業運営

を図っているか

〇

当事業所はマンションの一室を使用しているため、地域住民をご招待するまでの広さがありませんが、

地域のイベント等へは、出来る限り参加していきます。また、住民の方々とは、廊下や屋外でお会いした

際は子供たちに挨拶をするように声掛けを行っております。

㊱

障がいのある子供や保護者との

意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか

〇 送迎時及びライン等で、保護者様と直接対応していきます。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 〇 細心の注意をしていきます。

㉞

定期的に会報等を発行し、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報を

子供や保護者に対して発信している

か

〇
レラだよりの発行や、ライン等で児童の活動状況などの発信をしていきます。2018年9月よりホームペー

ジを開設いたしましたのでご覧ください。

開所以来2回の保護者様参加型のランチ会を開催してきましたが、今後は、年に1～2度、茶話会などの

保護者様同士が気楽に話が出来る場を提供できるように努力いたします。また、同じ学校に通学されて

いるお子様をお持ちの保護者様より、ディサービス利用のご紹介などをいただいています。コロナ禍の

中集まることは現在中止させていただいています。

㉝

子供や保護者からの苦情につい

て、対応の体制を整備するととも

に、子供や保護者に周知し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか

〇
重要事項説明書にも記載があります通り、苦情対応窓口責任者である、管理者が迅速に対応する体制

を整えております。

保護者からの子育ての悩み等に

対する相談に適切に応じ、必要な

助言と支援を行っているか

〇 子育て経験職員による、保護者様からの相談に応じておりますので、いつでもご相談ください。

㉜

父母の会の活動を支援したり、保

護者会等を開催する等により、保

護者同士の連携を支援している

か

〇

チェック項目 改善目標、工夫している点など

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

㉚

運営規程、支援の内容、利用者負担

等について丁寧な説明を行っている

か

〇
見学の際に説明し、契約時においてさらに説明をしております。今後も質疑等あればいつでもご説明い

たします。

㉛



はい
どちらとも

いえない
いいえ

公益財団法人介護労働安定センター主催の「介護現場における事故防止・安全対策」講習会受講済み

職員2名が中心となって、事故防止に取り組んでいます。

㊶

どのような場合にやむを得ず身

体拘束を行うかについて、組織的

に決定し、子供や保護者に事前

に十分に説明し了解を得たうえ

で、放課後等ディサービス計画に

記載しているか

〇

医師の指示書が保護者様より示された場合はそれに応じて対応する体制です。（現在の利用児童にお

いては、保護者様より医師の指示書は提出されていませんが、保護者様よりお子様のアレルギーにつ

いては、必ず確認をしております。）

㊷

食物アレルギーのある子供につい

て、医師の指示書に基づく対応がさ

れているか

㊸

〇

ヒヤリハット事例集を作成して事

業所内で共有しているか
〇

チェック項目

現在の当事業所利用児童に関しては、身体拘束をしなければならない児童は利用していません。また、

見学や問い合わせもありません。

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練

を行っているか

〇
5～6月頃と11～12月頃の年2回の避難訓練を実施し、都度豊平消防署へ訓練実施を届け出ておりま

す。今後は、訓練内容や様子を「レラだより」等ご報告いたします。

北海道障がい者虐待防止・権利擁護研修に参加した職員が、他の職員へ所内研修を実施しておりま

す。

改善目標、工夫している点など

契約書及び重要事項説明書に記載しています通り各マニュアルを策定し、職員及び保護者様が来所

の際、いつでも閲覧できるようになっています。

非

常

時

等

の

対

応

㊳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアルを策定

し、職場や保護者に周知しているか

〇

㊴

㊵

虐待を防止するための、職員の

研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか

〇


